
質問回答

2016年 4月 26日
「（案件名）ミャンマー国資金・証券決済システム近代化プロジェクトに係る金融政策人材育成」

（公示日：2016年 4月 13日／公示番号：160181 ）について、業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。

通

番

号

当該頁項目 質問 回答

1 【第 2 業務の
目的・内容に

関する事項】

５．実施方針

及び留意事項

（６）CBM内部
講師の育成支

援

CBM内部講師は何名程度を想定しておりますでしょ
うか。現時点での想定人数がございましたらご教示く

ださい。

現時点では各講義につき 3-4名を想定していますが、最終的にはCBMが決定す
る事項であるため未定です。

2 【第 2 業務の
目的・内容に

関する事項】

６．業務の内

容

（２）研修業

務実施

    本邦研

修

（１）本邦研修は本契約へ内包化とされていますが、

「コンサルタント等契約における研修実施ガイドライ

ン」に沿って、原則として「研修実施」にかかる経費

を、見積書の国内研修費に計上する理解でよろしい

でしょうか。

（２）CBM 内部講師は本邦研修に研修者として参加

させても問題ございませんでしょうか。または本邦研

修に研修対象者の同行者として参加することは可能

でしょうか。内部講師の育成において、本邦での研

修に参加いただき知見を学んでいただくことも重要で

（１）その理解になります。「コンサルタント等契約における研修実施ガイドライン」

に沿って、原則として「研修実施」にかかる経費を、見積書の国内研修費に計

上お願いします。

（２）プロポーザルにおいて CBM 内部講師を本邦研修に研修者として含めること
として頂くことに問題はありません。



あると考えます。

3 【第 3 業務実
施上の条件】

４．貸与資料

等

2016年 1月 15日に貴機構がCBMと締結したM/M
は、提案期間中に貸与いただくことは可能でしょう

か。

M/M に記載された事項のうち、本件提案に必要な内容は全て業務指示書に記載
されておりますので、提案期間中に M/M を貸与することは差し控えさせて頂きま
すが、受注した社に対して、一覧に記載された資料を貸与する予定です。

以 上


